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新作狂言と狂言普及活動に関する現状と展望
網本 尚子
一 茂山千之丞の遺した言葉と新作狂言への期待
今回新作狂言の一覧を作成するにあたっては、「能楽タイムズ」の「今月
の能」欄に「新作」として掲載されていたものを中心にまとめた。ほとんど
が未見の舞台であるため、狂言師が出演していても、果たして狂言と呼べる
作品なのかどうか判断できない曲も多く、結果的に一覧に記載しなかった
ケースもある。実際はもっと多くの作品が発表されていると考えられ、また、
「能楽タイムズ」に最初に掲載された時を初演と判断し、インターネットサ
イト等により確認をとる方法でまとめたが、実際の初演年月と齟齬をきたし
ている場合もあるかと思う。別の機会に、狂言各家のご協力をあおぎ、より
詳細な一覧をまとめられればと思っている。
さて、一覧を見ると、茂山千五郎家による新作の上演の多いことがわかる。
今回は、初演に限って一覧を作成したが、再演まで含めると、ほぼ毎月、千
五郎家によって新作が上演されているようである。これは、新作狂言の制作
や演出、異分野との交流に積極的だった、故茂山千之丞の活動の流れを受け
継いだものと思われ、興味深い。
千之丞は著書『狂言じゃ、狂言じゃ！』（注①）の中で、「狂言を野垂れ死に
させないために」として、まず狂言の間口を広げることを挙げ、新作狂言を
生み出すこともその一つの手立てだと述べている。ただ、多くの新作狂言が
作られてはきたものの、再演を重ねるような曲は少なく、その中で唯一人気
① 晶文社・２０００年
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曲となったのが、飯沢匡による「濯ぎ川」だとする。しかし、「新作」とい
うサブタイトルなしでも狂言として観客に受け入れられてしまうようになっ
た、つまり、狂言としてこなれきってしまった「濯ぎ川」は、彼の考える新
作狂言とは別のものになってしまったと述べ、「濯ぎ川」は、単に狂言のレ
パートリーを一つ増やしただけに過ぎず、狂言の未来像にプラスとなったか
どうかには疑問が残る、さらに、新作狂言には従来の狂言の持っていない要
素を盛り込むことが必須条件である、との見解も示している。千之丞は注目
する新作狂言として、帆足正規作「維盛」や「死神」など、いずれも現代的
な思想・哲学に裏づけされた作品を挙げており、思想性の乏しい狂言に、強
烈な風刺や体制批判という新しい要素を取り入れたような作品が、今後、狂
言の新しいレパートリーとして残っていく新作狂言になるだろうとも述べて
いる。
また千之丞は、２００９年能楽学会東京例会においても、狂言の新作につい
て以下のような考えを述べている。（注②）狂言の特色は不条理性にあり、「狂
言の枠の中に新しいモチーフや台詞、使いたい言葉を無理に押し込んだり、
西洋的合理性に影響された近代的感覚で狂言を書いて、結末を付け」たので
は失敗してしまう。「結末がはっきりせず、不条理な世界があっけらかんと
明るく存在する」のが狂言なのであり、狂言を知り過ぎている人間が書くと
かえって失敗することが多い、との指摘はなるほどと思わされた。この例会
には、残念ながら私は出席していなかったのだが、千之丞が演出を手がけた、
梅原猛作の一連のスーパー狂言「ムツゴロウ」、「クローン人間ナマシマ」、
「王様と恐竜」についても触れられたことと思う。初演時には賛否両論の
あったスーパー狂言だが、まさに千之丞の考える、強烈な風刺や体制批判の
要素を持つ新作狂言そのものであり、これらについて千之丞がどのように振
り返ったのか、その場に身を置いて実際に聞いてみたかったと思う。
さて、千之丞も述べているように、従来の古典狂言の様式・構成の中へ、
② 三宅晶子「例会ノート」（『能と狂言』第８号・２０１０・４）より
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単に新しいストーリーやモチーフを持ち込んだだけでは、後世に残るような
新作狂言にはなり得ない。企画者や作者は、「なぜこの素材を狂言という形
式でやる必要があるのか」、「新作狂言を作ることにどのような意義があるの
か」という問に対して、常に明確に自答しながら新作狂言に取り組む必要が
あるだろう。
千之丞はまた『狂言じゃ、狂言じゃ！』で、期待する今後の新作狂言の姿
を、「狂言の形をとった現代の演劇である」とも述べている。現代の演劇や
芸能のジャンルには、狂言と同様、笑いを要素にしたものも多い。たとえば
コントなどは、登場人物の人数が少なく、舞台装置も簡素で、上演時間も短
いという、きわめて狂言と近い位置関係にある形式の演劇で、しかも、若者
の人気が高い。
そのコントと狂言の関係について、千草子がきわめて興味深い指摘をして
いるので紹介しておきたい。（注③）千が取り上げたのは、インパルスというコ
ンビが演じたコント「葬式」である。あらすじはこうだ。父親の葬式に、坊
主が頭にたんこぶを作り、袈裟も衣も乱れた状態で遅れてやって来る。坊主
は心配する喪主に対して、「ただチンピラにからまれただけ」と静かに答え、
読経を始めるが、お経の合間にチンピラへの文句・不満、罵詈雑言をぶちま
ける。驚いて遮る喪主に、坊主は冷静に「なんでもない」と答えるが、相変
わらず木魚を乱暴に叩き、悪口をぶちまけ続ける。千は、聖職者の俗人以上
の俗っぽさや、人間の本音を描いた本作品は、まさに狂言の出家座頭物に通
じる構成の作品であると指摘する。さらにアンジャッシュの「社長の椅子」
というコント作品も紹介しているが、ここではあらすじは省略する。二人の
サラリーマンが社長の留守中に社長の椅子をこわしてしまうという内容で、
「附子」を思わせる雰囲気のある作品だと言う。千は、これらのコントを
作った若手芸人たちが狂言を知っていたとも、真似たとも思えず、狂言が保
③ 「狂言鑑賞法の〝現在〟平家語り「白声」からインパルス・アンジャッシュの
コントまで」（『能楽タイムズ』２０１３・４）
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持してきたくすぐり、どんでん返し、人間行動の分析力が、まったく狂言と
して意識されることなく若手芸人にコンセプトとして選ばれ、若者の共感を
得ていると述べ、「狂言が今あるような名作ではなく、新作として初演され
た頃は、インパルスの『葬式』やアンジャッシュの『社長の椅子』のように、
人々の当座の笑をとっていたことを納得した次第である」と続けるが、まっ
たく同感である。
このような狂言とコントとの類似性を考えると、あえて今、新作狂言を作
る意義がどこにあるのか、という疑問が生じるのは必然であろう。現代の設
定で、現代語で演じられる分、コントは狂言よりはるかにわかりやすく、テ
レビや YouTubeで気軽に見られるという点でも、狂言より優位性があるの
は間違いない。当座の笑いをとるならば、コントで十分なのである。ならば
なぜ、新作狂言という形式で演じる必要があるのか。そこには、コントでは
表現しきれない何かがなければならない。新作狂言の作者が、どこまでそれ
を自覚して制作に取り組むかが、千之丞の言う、狂言の未来像にプラスにな
る新作となり得るかどうかの鍵となるように思える。
また、新作狂言は、あくまで古典的狂言への入り口であるという自覚も必
要であろう。目新しいことをやって若い観客の興味や関心を一時的に惹いて
も、後が続かなければ意味がない。次の展開を踏まえた上での新作の上演、
という位置づけを忘れてはならないのではなかろうか。
そのためには、古典的狂言に入っていくための橋渡し的要素が、新作狂言
には欲しいところである。狂言の不条理性を生かしつつ、なおかつ、従来の
狂言にはない要素を内包した作品。千之丞の目指したこうした新作狂言の姿
が、やはり理想的な新作と言えよう。現代の狂言として当代性を織りこむこ
とはかまわないが、そこに現代的合理性やドラマツルギーを持ち込み、狂言
らしさを失った作品を作ることは避けるべきである。
新作狂言を観ていて往々にして感じるのは、場面転換の多さである。それ
は、描かれる人間関係の煩雑さとも関連していると思うのだが、多くの場面
によって一曲が構成され、登場人物が中入りを何度も繰り返し、そのたびに
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場面が変わるというのは、狂言としてはむしろ不自然である。たとえば古典
的な狂言「煎物」では、祇園祭の稽古場面だったものが、いつの間にか祭当
日の場面へと転換する。時間経過を何一つ説明するわけでもなく、唐突に場
面転換が行われるという、強引でありながら、実はきわめて自然に見えるこ
の手法は、狂言の「場面性」という特色を如実に表している。こうした手法
は狂言らしさとして、新作狂言の中にも、むしろ積極的に取り入れるべきで
あると思う。そして、上演時間は短く、人物関係も筋立てもなるべくシンプ
ルにすることが、狂言らしさを生かすポイントとなるのではないだろうか。
千之丞は、先述の能楽学会例会において、「狂言か否かに関わらず、再演
を繰り返して劇として成熟し、古典化していくことこそが望ましい」とも述
べている。一過性のものではなく、再演に耐え得る新作狂言の登場に、今後
も期待したい。
二 新作狂言の題材と台本作成者
菊池善太は、「翻案狂言による西欧文学受容」（注④）において、西欧文学に
由来した明治期以降の新作狂言を一覧にしてまとめ、考察を試みている。そ
れによれば、西欧文学由来の新作狂言（翻案狂言）上演が活発に行われるよ
うになったのは、飯沢匡の「濯ぎ川」以降だということだ。その後は、和泉
元秀による「じゃじゃ馬馴らし」や野村万作による「法螺侍」（高橋康也
作）などのシェイクスピア翻案ブームがあり、２１世紀以降は、茂山千五郎
家によるアンデルセン、イソップ、チェーホフなど、さまざまな作家の翻案
上演が目立つとしている。
今回作成した一覧曲中では、アンデルセン「裸の王様」の翻案「はだかの
殿様」（作 松本薫、主演 茂山正邦）や、チェーホフ「結婚申し込み」の
翻案「ぷろぽおず」、同じく「熊」の翻案「熊」（いずれも作 森崎一博、主
演 茂山正邦）などが翻案狂言に分類される。また、菊池は論考の中で新作
④ 『日本大学大学院社会情報研究科紀要』第１５号・２０１４・７
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狂言として挙げているが、純粋な狂言とは言いがたいと判断して今回の一覧
からは除外したものに、関根勝による一連の狂言＆オペラの上演がある。
「ハムレット」「リア王」「オセロ」などのシェイクスピア翻案物と「恋の良
薬」「ひなどり花嫁」などのモリエール翻案物があり、狂言師の善竹忠亮、
忠重、富太郎、十郎、佐藤融らが出演している。同じく、小宮正安による狂
言風オペラも今回の一覧からは除外したが、菊池は狂言的作品として取り上
げており、それによると、「フィガロの結婚」「魔笛」など、モーツァルトの
オペラを狂言風にアレンジしたものだと言う。（茂山千之丞、あきら等の出
演により上演）
翻案狂言以外で目につくのは、地域活性化と結びついた狂言の創作と上演
である。たとえば、茂山千五郎家と滋賀県文化振興事業団の活動が結びつい
た「おうみ狂言図鑑」は、滋賀県の風物を題材とした狂言を制作し上演する
イベントで、これまでに「鮒ずしの憂うつ」（作 土田英生）、「信楽たぬき
の変身」（作 藤井組）、「続・鮒ずしの憂うつ でっち羊羹の陰謀」（作 大
和屋かほる）、「安土城ひみつ会議」（作 三千院高穂）が作られ、継続的活
動となっている。（２０１５年２月には三千院高穂の「MUKADE（ムカデ）」が
上演されている）
小笠原匡による「千葉の羽衣」、「鬼の来迎」、「オトタチバナヒメ」、「水戸
黄門と藪しらず」、「はごろもかたり」などの作品は、創作狂言と銘打たれ、
千葉県に伝わる文化や伝承をもとに作られたものである。これらは、千葉大
学、千葉県文化振興財団、千葉市文化振興財団、NPO法人フォーエバーと
小笠原との連携によるプロジェクトとして創作、上演されている。狂言師以
外にも、狂言ワークショップを受講した千葉県民や、千葉大学の学生らも出
演しているそうだ。
名古屋での、やまかわさとみによる新作狂言の上演も、複数回を数える。
「夢つくり」（演出・主演 佐藤友彦）は、名古屋城本丸御殿復元着工記念狂
言会での上演、「轍」（演出・主演 同）は名古屋開府４００年記念事業での上
演、「冥加さらえ」（演出 佐藤友彦、主演 佐藤融）は、名古屋堀川ライオ
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ンズクラブ設立十周年記念の狂言会で上演された。こうした、その土地ゆか
りの狂言を、地元在住の作家が書き、地元の狂言師が演じるという興行は、
ひじょうに意義深いものと言える。また、「冥加さらえ」では、オーディ
ションで選ばれた地元の小学生も出演したとのことである。
地元の子どもを出演させる試みは、河合祥一郎作、野村萬斎監修・演出に
ね ひ め
よる「根日女」でも行われている。２０１５年５月の上演であったため一覧に
は記載しなかったが、「加西市播磨国風土記１３００年祭」記念事業では、梅原
猛による新作能「針間」と、新作狂言「根日女」が上演された。「根日女」
に出演する子どものオーディションは１年前に行われ、選ばれた子どもたち
は「こども狂言塾」で稽古を積んだ後、出演の運びとなったそうである。そ
こには、この公演を一過性のものとせず、能狂言を郷土に定着、普及させよ
うとする加西市の強い意欲が感じとれる。
地域ゆかりの作品として作られた新作狂言には他に、「姫の聟取り」（糸魚
川地域に伝わる古代伝説「奴奈川姫」をもとに創作）、「大和西瓜」（黒西瓜
が大和郡山でアイスクリーム種西瓜と出会い、大和西瓜が生まれるという話。
藪内佐斗司制作の仮面を着けて演じる仮面狂言）、「おさか」（「おさか」が転
じて「おおさか」となった由来を狂言として創作）、「茨木童子」（茨木市に
伝わる童子の出生譚をもとに創作）などがある。
「濯ぎ川」と同様、狂言師以外の作者の手になる作品は、最近も多く見ら
れる。中でも萬狂言は、原案や台本を一般から公募し、野村万蔵が演出して
上演するという興味深い試みを行っており、２００７年の春公演で横山一真作
「瓢箪」、夏公演でやまぎわちひろ作「鳴大家守」、秋公演で中村朋子作「き
れい好き」、冬公演で中谷智喜作「鬼は内」が上演された。
野村万蔵家では他に、南原清隆らとともに「現代狂言」を上演しており、
２００６年から始まった同公演は、昨年度までで９シリーズを数え、全公演数
も百公演を優に越えている。コントと狂言とを融合した「現代狂言」は、と
くにコントフアンの若い観客たちにかなり浸透してきたように見受けられ、
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これらの観客を能楽堂での古典的狂言鑑賞に導くことにより、新しい狂言愛
好者層の拡大につなげることが期待できるだろう。現代狂言に出演する芸人
や俳優による古典的狂言の上演も行われており、昨年度は南原清隆、平子悟
によって本格的な「棒縛り」も上演された。なお、平子は森一弥と「エネル
ギー」というお笑いコンビで活動しているが、平子が狂言師を演じる「狂言
コント」によって、平成２３年度国立演芸場花形演芸会銀賞を受賞している。
また、現代狂言のメンバーでもあるお笑いコンビ「やるせなす」の中村豪は、
２０１４年「萬狂言夏 ファミリー狂言会」で新作狂言「大福」の台本を書い
ている。
新作狂言上演の多い茂山千五郎家は、多ジャンルとのコラボレーションに
も積極的である。中でも、劇団扉座主宰の横内謙介、リリパットアーミーⅡ
座長のわかぎゑふ、劇団MONO代表の土田英生ら、現代演劇で活躍する脚
本家とのコラボレーションは目を引く。
千五郎家の若手が主催する花形狂言会は、実験的な公演の場として、とく
に新作狂言の上演が多い。花形のメンバーである茂山逸平は、個人でも
２０１０年より落語家桂春蝶との「春蝶・逸平の一緒に遊びま SHOW」を開催
しており、落語をもとにした新作狂言を毎年上演している。
千之丞が注目した新作狂言「維盛」、「死神」の作者である帆足正規も、
「夢の酒」、「夢てふものは」、「歌ほめ」、「えれきてる」などを茂山千之丞、
七五三ら千五郎家の演出によって上演している。なお、「夢てふものは」は
国立能楽堂委嘱作品で、千五郎家の千之丞、あきら以外に、茂山忠三郎、良
暢、野村小三郎（現又三郎）らも出演している。
その他、善竹隆司の「勘当息子」と「老人と木」は、手塚治虫の漫画『ブ
ラックジャック』、茂山逸平の「ひめあらそい」は能「葵上」、茂山童司の
「BLACK & WHITE」は歌舞伎「鳴神」をそれぞれ原作としており、新作狂
言の素材の多様性がうかがえる。
野村万作の「食道楽」は、北大路魯山人の『春夏秋冬料理王国』所収の新
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作狂言「食道楽」を、能楽堂での上演に耐え得る形に万作自身が改訂したも
のである。したがって台本自体は古いものだが、能楽堂での上演は初演であ
ろうと考え、今回の一覧にも記載した。
三 狂言普及のための若手の試みと、今後の課題
先述のように、千之丞は、新作狂言は狂言を野垂れ死にさせないための方
策の一つだとした。私のような狂言愛好者からすると、これほど長い期間保
たれ続けた狂言が、野垂れ死にするような事態になるとはとても考えられな
いのだが、狂言師自身には、危機意識が意外と強いようである。たとえば野
村万作は「能楽タイムズ」での竹本幹夫との対談で（注⑤）、「私は常々、将来
は『能より狂言の方が危ないぞ』と言うんですよ。それは、今話していたよ
うに、現代人の言葉の理解度がぐんと落ちているからですね」と発言してい
るし、野村萬も同じく「能楽タイムズ」での羽田昶との対談で（注⑥）「最近
では、能舞台を離れて色々な所で会がありますが、そういった状況にも危機
感はあります。なぜその舞台でやるのか、ということを考えてやっているな
らいいんですが、下手すると、能舞台では通用しないようなものを方々です
るということになりかねませんからね。〈生きる技術〉とは違う〈生き延び
ていく技術〉というのかな。能楽界全体で、普遍的な技術を獲得していくこ
とが大事ですね。」と、狂言界の最近の流れに対しての危機感を述べている。
狂言を廃れさせないためには、若い世代に狂言愛好者を増やすことが、狂
言界全体の急務と言ってよかろう。狂言の世界に身を置いていると、いかに
能狂言が一般社会に浸透していないかということをつい忘れがちである。し
かし、私が大学（経営学部）の授業で問いかけた際も、能狂言鑑賞の経験も
なく、興味関心もほとんどない、と答える学生が大半で、この世代が社会の
中心になる頃には、ますます狂言が一般社会から隔離した存在になりかねな
いのである。
⑤ 「能楽対談第５５４回 舞台生活八十年」（２０１４・３）
⑥ 「能楽対談第５６０回 芸道八十年」（２０１４・１１）
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最近は、地方の小中学生に能狂言を見せる活動がようやく活発化し、能楽
師たちは上演のため精力的に地方の小中学校体育館などに出向いている。ま
た、とくに関東や関西では、小中学生向けの能楽鑑賞教室や体験教室も盛ん
である。早い段階で子どもたちを狂言に親しませることは、将来の愛好者拡
大につながるきわめて重要な活動ではある。だが、大学生や社会人になって
から自ら能楽堂へ足を運んだという若者は、果たしてどれくらいいるだろう
か。子ども時代の鑑賞教室が唯一の狂言体験という者が、おそらく圧倒的で
あろう。私が教える大学生からも、どこで上演しているかわからない、チ
ケットをどのように買えばよいのかわからない、などという声を聞く。
そうした若者のためにも、チケットぴあやイープラスなどでチケットを買
うことができる狂言公演が増えたことは、たいへん喜ばしい。また、『能・
狂言事典』、『岩波講座 能・狂言』、『狂言ハンドブック』など、狂言のあら
すじを調べられる本は多いが、若者たちがまず頼るのはそうした本ではなく、
インターネットの情報である。これから能楽堂へ足を運ぼうとする若者向け
に、入門的な情報を提供する充実したサイトを作ることも、今後必要になっ
てくるだろう。
さて、名人たちが狂言の将来に危機感を持っているのと同様、若手の狂言
師たちの抱く危機感も大きく、狂言普及のための努力は各家によって続けら
れている。関西では、千五郎家の若手たちの活動が顕著であるが、ここでは、
東京での大蔵流若手狂言師の活動を紹介しておきたい。
大藏教義は、２０１３年より目黒の HUB Tokyoを拠点として「狂言 LABO」
の活動を行っている。ここは、もと印刷工場として使われていた場所で、お
よそ古典芸能を上演するような雰囲気ではないが、そのミスマッチが魅力的
でもある。「狂言 LABO」は、教義によるレクチャーや簡単なワークショッ
プの後、袴狂言が一番演じられるという構成になることが多い。そしてこの
企画のユニークな点は、上演の告知をフェイスブックなどの SNSだけで行
う、クローズドイベントであるという点である。また、上演中の写真撮影も
自由で、それらの写真や感想を、自分のフェイスブックページに投稿したり
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シェアしたりすることによって、フアンの拡大を図っていくという、SNS
の発達した現代ならではの方法で運営されている。見たところ、観客の大半
は狂言初心者のようで、フェイスブックに投稿された感想は、新しい体験に
出会った興奮や喜びを素直に綴ったものが多い。そうした観客が、次回は友
人を連れて参加するというケースもあり、回を追う毎に観客数は増加してい
るようだ。
「狂言 LABO」はこの１０月、初の能楽堂での公演を行い、狂言に免疫ので
きた初心者を能楽堂デビューさせた。能楽堂に新しい観客を呼び込みたいと
いう「狂言 LABO」の目標の、いわば中間到達点と言ってもよいだろう。能
楽堂デビューした初心者を、次はどのような方向に向かわせるのか。「狂言
LABO」の活動には、今後も注目していきたい。
他にも、ホームページを作り公演の告知や演目の解説を行ったり、ブログ
や SNSなどで活動を紹介したりといった、現代の観客に合わせた努力をし
ている狂言師はひじょうに多い。だが、観客の獲得と同時にもうひとつ考え
なければならないのは、観客を育てるということでもあろう。狂言を観てた
だおもしろいから笑う、という段階からステップアップし、その歴史や特色
などの深い理解に基づいて狂言を観ることのできる、成熟した観客の育成は、
狂言の将来にとって重要なことである。
観客の育成には、もちろん長い年月を必要とする。また時には、かなりレ
ベルを下げて初心者に付き合う必要も出てくるだろう。上演する側が準備に
要する手間暇の負担は、相当なものになることも予想される。さらにネック
となるのは、ベテラン愛好者の存在である。ベテラン愛好者たちが、初心者
の素直な反応に眉をひそめたり、批判的な態度をとったのでは、いつまで
経っても、狂言は閉鎖的な印象を外部に与えたままとなってしまう。難しい
ことではあるが、ベテランと初心者の両方の層を満足させるようなプログラ
ムの工夫が、今後ますます必要となる。
その一方で、狂言師は観客に媚びてはならないとも思う。古典的狂言の台
詞に現代語を導入したり、設定を現代に置き換えたり、通常の型から逸脱し
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たコント的動きをしたり、奇抜な装束でアピールしたり、といった本来の古
典的狂言とかけ離れた形の狂言を演じたのでは、一時的に初心者を喜ばせる
ことはできても、狂言の将来にとってプラスにはならない。むしろ、昔のま
ま演じることによって、なぜ六百年以上前に生まれた芸能が現代でも受け入
れられるのか、と観客に考えさせることもでき、それが日本の文化や伝統に
思いを至らせる一つのきっかけになる可能性も生む。そのためには、現代の
感覚で作られた新作狂言と、古典的な狂言を併演して鑑賞してもらう形態も
有効なのではないだろうか。
言葉の点で言うと、先述の対談の中で野村万作が「古典の言葉を判らせる
ために、舞台で大袈裟な感情表現をしてしまうことがありますでしょう。で
も、私はそこまでして判ってもらわなくてもいいと思うんですね。そこは、
最終的には割り切らないとダメだと思います。」と述べているのは、傾聴に
値する。鑑賞教室などで「茸」や「附子」を見た小学生たちが、言葉がすべ
て理解できているわけでなくても大笑いしていることからわかる通り、演じ
られている内容が感覚的に理解できれば、狂言はある程度楽しめる芸能なの
である。しかし、大人にはどうしても「すべてを理解したい、理解しなけれ
ば」という欲求が生じがちである。そこが、「能楽堂は敷居が高い」という
感覚を人々にもたらす一因となっているのかもしれない。大筋だけを理解し、
感覚的に楽しむことも狂言の楽しみ方としてあり得るのだ、ということを伝
えるのも、一種の観客教育になるのではないだろうか。
さらに理解を深めたい観客には、観客自身に学習してもらうことも大切で
あろう。公演プログラムにあらすじや解説、語句の説明を載せたり、上演前
に演者や研究者らによって解説が行われることは、かなり一般的になってい
るが、能の上演に際して最近よく目にするようになった、上演曲目に関する
事前講座の類を行うのも有効かもしれない。
狂言の普及に関する活動は、これまで狂言の各家や、狂言師個人に任され
る傾向にあった。しかし、狂言の将来を考えれば、家や流儀の垣根を越え、
狂言界全体を俯瞰した活動がさらに必要であろう。先述したような、若者が
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狂言についての知識を得られるような充実したサイトの創設と運営、事前講
座の開催など、演者と研究者や評論家とが連携してできる事業はさまざま考
えられる。今後は、狂言に携わるすべての人間が狂言衰退の危機感を共有し、
協力しあう活動が一層重要になってくるのではないだろうか。
（東京富士大学教授）
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新作狂言一覧（２００６～２０１４）
＊２００６年から２０１４年に上演された新作狂言を年代順にあげた。
＊『能楽タイムズ』の「今月の能」欄に「新作」として掲載されている曲を中心にまとめた。
＊台本作成者や演出者については、次のサイトなどを参考にして記載した。
「お豆腐狂言 茂山千五郎家」／「童司カンパニー」／「大蔵流狂言善竹家」／「和泉流野村万蔵家 萬狂言」／「万作
の会」／「和泉流狂言師 小笠原匡」／「和泉流山脇派 狂言共同社」
「千葉大学」／「神戸学院大学」／「追手門学院 上町学ぷろじぇくと」
「M & Oplays 森崎事務所」／「横浜演劇鑑賞協会」／「玉造小劇店」／「藤井組クリップ」／「藪内佐斗司の世界」／
「日生劇場 にっせいきっず」／「向日明神篝狂言」
「名古屋市文化振興事業団」／「名古屋堀川ライオンズクラブ」／「滋賀県文化振興事業団」／「茨木市文化振興財
団」／「三股町立文化会館」他
年月 曲 名 台本作成者 演 出 主 演 会 名 備 考
２００６・０３
シテやったり
太郎冠者
横内謙介 茂山千之丞 茂山千之丞
横浜演劇鑑賞協会第２１７回
観劇会
０６・０８ 火入れ冠者 茂山千之丞 茂山千之丞 茂山千之丞 向日明神篝狂言
２００７・０４ 瓢箪 横山一真 野村万蔵 野村万蔵 萬狂言春公演 公募作品
０７・０７ 鳴大家守 やまぎわちひろ 野村万蔵 小笠原匡 萬狂言夏公演 公募作品
０７・０８ わちゃわちゃ わかぎゑふ 茂山千之丞 茂山正邦 狂言なんかこわくない
０７・１０ きれい好き 中村朋子 野村万蔵 野村万蔵 萬狂言秋公演 公募作品
０７・１１ 夢の酒 帆足正規 茂山七五三 茂山七五三 茂山狂言会 笑の収穫祭
０７・１２ 千葉の羽衣 小笠原匡 小笠原匡 小笠原匡 房総発見伝 in 狂言 創作狂言と称す
０７・１２ 夢てふものは 帆足正規 茂山千之丞 茂山千之丞 国立特別公演
国立能楽堂委嘱公演
宇治拾遺物語「夢買う人の
事」による
２００８・０１ 鬼は内 中谷智喜 野村万蔵 野村扇丞 萬狂言冬公演 公募作品
０８・０３ 姫の聟取り 松本薫 松本薫 茂山正邦 奴奈川能生狂言会
０８・０６ 歌ほめ 帆足正規 松本薫 茂山正邦
神戸学院大学グリーンフェ
スティバル
書き下ろし新作落語ネタ狂
言と称す
０８・０９ 夢つくり やまかわさとみ 佐藤友彦 佐藤友彦 ゆめつくり狂言会
名古屋城本丸御殿復元着工
記念狂言会
０８・１１ 鬼の来迎 小笠原匡 小笠原匡 小笠原匡 房総発見伝 in 狂言 創作狂言と称す
０８・１２ 勘当息子 善竹隆司 善竹隆司 善竹隆司
宝塚発～手塚漫画×善竹狂
言
手塚治虫「ブラックジャッ
ク」による
２００９・１０ 老人と木 善竹隆司 善竹隆司 善竹隆司 手塚漫画と善竹狂言
手塚治虫「ブラックジャッ
ク」による
０９・１２
オトタチバナ
ヒメ
小笠原匡 小笠原匡 小笠原匡 房総発見伝 in 狂言 創作狂言と称す
０９・１２
太郎冠者立志
伝
HANAGATA HANAGATA 茂山正邦 HANAGATA０９
２０１０・０４
落語「転失気」
より
茂山逸平 茂山逸平 茂山逸平
春蝶・逸平の一緒に遊びま
SHOW
１０・０６ 大和西瓜 茂山千三郎 茂山千三郎 茂山千三郎
文楽と狂言と平成伎楽団の
宴
興福寺中金堂立柱式慶賛
１０・０７ えれきてる 帆足正規 茂山正邦 茂山茂 こどものためのおもしろ狂言
１０・０８ ぷろぽおず 森崎一博 茂山正邦 茂山正邦 伝統の現在ダッシュ８
チェーホフ「結婚申し込み」
による
１０・１０ くじら 三宅右矩 昭島古式薪能
１０・１１ おさか 善竹隆司 善竹隆司 善竹隆司
追手門学院上町学プロジェ
クト
原案 河内厚郎
１０・１１
水戸黄門と藪
しらず
小笠原匡 小笠原匡 小笠原匡 房総発見伝 in 狂言 創作狂言と称す
１０・１１ 轍 やまかわさとみ 佐藤友彦 佐藤友彦
清洲越四百年記念狂言公演
会
２０１１・０２ 鮒ずしの憂うつ 土田英生 茂山あきら 茂山宗彦 おうみ狂言図鑑
１１・０８ 熊 森崎一博 茂山正邦 茂山正邦 伝統の現在ダッシュ９ チェーホフ「熊」による
１１・０９
ある日の三英
傑安土城のイ
ソップ
柳沢新治 小笠原匡 小笠原匡 狂言づくし
１１・１０ つる 茂山逸平 茂山逸平 茂山逸平
春蝶・逸平の一緒に遊びま
SHOW
落語「つる」による
２０１２・０２
信楽たぬきの
変身
藤井組 茂山あきら 茂山正邦 おうみ狂言図鑑
１２・０８ はだかの殿様 松本薫 松本薫 茂山正邦 こどものためのおもしろ狂言
アンデルセン「裸の王様」に
よる
１２・０９ 警備員の悩み 土田英生 茂山茂 茂山茂 茂山狂言HANAGATA
１２・０９ 鯉山の話 ごまのはえ 茂山逸平 茂山逸平 茂山狂言HANAGATA
１２・０９ 是非に及ばず 土田英生 茂山宗彦 茂山宗彦 茂山狂言HANAGATA
１２・０９ 伝統は絶えた ごまのはえ 茂山正邦 茂山正邦 茂山狂言HANAGATA
１２・１０ 犬の目 茂山逸平 茂山逸平 茂山逸平
春蝶・逸平の一緒に遊びま
SHOW
落語「犬の目」による
１２・１１ 食道楽 野村万作 野村万作 野村万作 万作を観る会
北大路魯山人『春夏秋冬料
理王国』所収 狂言「食道楽」
による
１２・１１
ラーメン忠臣
蔵～メンマの
逆襲～
茂山童司 茂山童司 茂山童司 大蔵流茂山狂言 笑いの座
１２・１２ 鬼来迎 小笠原匡 小笠原匡 小笠原匡
見る、知る、伝える千葉～創
作狂言～
創作狂言と称す
１２・１２ ひめあらそい 茂山逸平 茂山逸平 茂山童司 HANAGATA １２ 能「葵上」による
１２・１２
BLACK &
WHITE
茂山童司 茂山童司 HANAGATA １２
シテはなく、茂山逸平 童司
正邦 片岡孝太郎の出演
歌舞伎十八番「鳴神」による
１２・１２
手元にあるこ
の三本の線を
辿るとその先
にあるのは貴
方か蔵か仏壇
かそれともこ
こはいったい
どこなんだ
茂山童司 茂山童司 茂山逸平 HANAGATA １２
２０１３・０３
続・鮒ずしの憂
うつ でっち羊
羹の陰謀
大和屋かほる 茂山あきら 茂山正邦 おうみ狂言図鑑
１３・０４ 冥加さらえ やまかわさとみ 佐藤友彦 佐藤融 なごや堀川狂言会
名古屋堀川ライオンズクラ
ブ設立十周年記念狂言会
１３・１０ 茨木童子 茂山千三郎 茂山千三郎 茂山童司 ふるさと茨木、再発見！
１３・１２ はごろもかたり 小笠原匡 小笠原匡 小笠原匡
見る、知る、伝える千葉～創
作狂言～
創作狂言と称す
２０１４・０２
安土城ひみつ
会議
三千院高穂 茂山あきら 茂山七五三 おうみ狂言図鑑
１４・０３ 今際の淵 茂山童司 茂山童司 茂山正邦 マリコウジ壱ノ巻
１４・０３ 諸白ヶ内 茂山童司 茂山童司 茂山茂 マリコウジ壱ノ巻
１４・０７ 大福 中村豪 野村万蔵 野村万蔵 萬狂言夏 ファミリー狂言会
１４・０８ いたりきたり 茂山逸平 茂山逸平 茂山逸平
春蝶・逸平の一緒に遊びま
SHOW
落語「権助提灯」による
１４・１１
ヤマトタケル
とオトタチバ
ナヒメ
小笠原匡 小笠原匡 小笠原匡
見る、知る、伝える千葉～創
作狂言～
創作狂言と称す
